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幹事会附置委員会の設置について 
 
委員会名： 学術振興の観点から国立大学の教育研究と国による支援のあり方を考え

る検討委員会   

 

１ 委員の構成 ２０名以内の会員又は連携会員 

 
２ 設 置 目 的  国立大学は、わが国の人材供給と研究開発において中心的

な役割を果たし、多くの成果を上げてきた。一方で、わが国

においては、慢性的な財政赤字と長期的に予想される人口減

少の下で、種々の分野における国による支援のあり方が再検

討されている。国立大学もこの問題からは無縁ではあり得

ず、教員の配置、研究遂行において長期的な視点を要するこ

とから、将来の社会変化や国民意識を踏まえて、先行的にそ

の役割や国による支援のあり方を検討することが必要とな

る。現在、まさにこうした観点から、国の各機関や社会にお

いて、大学、特に国立大学のあり方が論じられている。日本

学術会議においても、特に、学術振興の観点から国立大学の

あり方を検討することが求められている。本委員会は、以下

の項目について検討することによって、標記のテーマに関す

る提言をまとめる。 

３ 審 議 事 項  １．内外の経済・産業・社会及び教育研究の動向がわが国

の大学、特に国立大学に及ぼす影響について 

２．国立大学が教育研究において果たすべき役割、国立大学

の運営及び国による支援のあり方について 

 

４ 設 置 期 間  
時限設置 平成 27 年 2 月 27 日～平成 29 年 9 月 30 日 

常設 

５ 備    考 ※新規設置 

 
 

 
 


